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令和２年２月20日会議概要

第１ 日時

令和２年２月20日（木）午前９時から午後２時までの間

第２ 出席委員

渡部委員長、平林委員、長谷委員、森委員、森田委員

第３ 全体会議

[警察幹部出席者]

警察本部長、総務部次長、警務部長、生活安部長、地域部長、刑事部長、交通部長、警

備部長、京都市警察部長、情報通信部長

午前10時から午前10時40分までの間

１ 報告事項

(1) 府下警察署長会議の開催について

総務部次長から、当面の重要課題とその諸対策について意思統一を図ることを目的と

して、４月９日、府下警察署長会議を開催することについて報告があった。

(2) 高齢被留置者対策に向けたモデル留置施設の設置等について

総務部次長から、高齢被留置者の受入体制の充実と留置施設の環境整備等を目的とし

て、東山警察署を全国で初めて高齢被留置者対応モデル留置施設に指定することなどに

ついて報告があった。

森委員から 「成果が上がるようによく検討してください 」との発言があった。、 。

(3) 令和２年春の組織体制整備の概要について

警務部長から、今春に対処すべき課題への対応を念頭に、第一線警察機能の強化及び

業務の合理化・効率化を目的とした令和２年春の組織体制整備の概要について報告があ

った。

(4) 令和２年１月末における特殊詐欺情勢について（暫定値）

刑事部長から、令和２年１月末現在の特殊詐欺等の被害状況や検挙状況、抑止対策の

主な取組事例、水際阻止状況等について報告があった。

２ 警察本部長報告

警察本部長から、

新型コロナウイルス感染症の関係については、警察業務全般に大きな影響が及ぶこと

から、できる限りの感染予防措置をとるなどの対応を徹底する。

節分の雑踏警備等の色々な競技が続く中、各種ウィルスとの報告があった。

午前９時から午前９時50分までの間第４ 個別会議等

午前11時から午前11時55分までの間

午後１時から午後２時までの間

１ 審議事項

(1) 公安委員会規則（組織・定員）の一部改正について

警務課企画調整室長から、令和２年春の組織体制整備に伴う公安委員会規則の改正に

ついて説明があり、審議の上、改正を決定した。

(2) 犯罪被害者等給付金（遺族）の支給裁定について（２件）

、 （ ）警務課犯罪被害者支援室室長補佐から 被害者遺族による犯罪被害者等給付金 遺族

支給裁定申請の受理及びこれに伴う調査・検討内容について説明があり、審議の上、遺

族給付金を支給しないことを裁定した。
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(3) 運転免許関係行政処分について

交通部聴聞官から、道路交通法の規定に基づく運転免許の行政処分に係る 聴聞、意見

聴取の結果について説明があり、審議の上、15件の行政処分を決定した。

(4) 京都府公安委員会に対する審査請求の裁決について

監察官室訟務官から、道路交通法の規定に基づく運転免許の更新処分を受けた者（２

件２人）から、原処分を不服として、審査請求が提起されたことを受け、審査請求の内

容について説明あり、審議の上、審査請求の棄却を裁決した。

(5) 集団行進及び集団示威運動の許可申請について

警備第一課担当補佐から 「集会、集団行進及び集団示威運動に関する条例」に基づ、

くデモ行進の許可申請について報告があり、審議の上、許可を決定した。

(6) 国有物品管理規則の改正について

会計課長から、事務の合理化・適正化を図ることを目的として、国有物品管理規則を

改正することについて説明があり、審議の上、改正を決定した。

(7) 京都府東山警察署協議会委員の新規委嘱について

広報応接課担当補佐から、東山警察署の委員１人が急逝されたことに伴い、同警察署

長から解嘱及びその後任の委員候補者の委嘱が上申されたことについて説明があり、審

議の上、解嘱及び委嘱を決定した。

２ 報告事項

(1) 監察案件

首席監察官から、非違事案防止対策等について報告があった。

(2) 損害賠償請求控訴事件の勝訴判決について

監察官室訟務官から、損害賠償請求控訴事件につき、２月13日、大阪高等裁判所は、

控訴人の請求を棄却し、京都府勝訴の判決を言い渡した旨の報告があった。

(3) 福島県警察に対する京都府警察職員の特別派遣について

警備第一課担当補佐から、警察法第60条１項により、福島県公安委員会から京都府公

安委員会になされた援助の要求に基づく京都府警察職員の派遣について報告があった。

(4) 当面の行事予定等について

公安委員会補佐室室長補佐から、次回の公安委員会定例会議及び出席予定行事等につ

いて報告があった。


